
手順書の作成

実践 プログラム４・５ 演習３・４

・アセスメントに基づく支援手順書の作成（１）
・アセスメントに基づく支援手順書の作成（２）

社会福祉法人紀伊の郷 日置川みどり園
生活支援員主任 藤川 和貴



この時間で学ぶこと

• この時間では、支援者が統一した支援を実施
するために必要な、障害特性に合わせた支援
手順書の作成方法を学びます。



演習の流れ

支援手順書の
作成

アセスメントに基
づく支援手順書の
作成（１）
60分

アセスメントに基づく支援手順書の
作成（２）
120分

演習３

記録の方法
記録の分析と
支援手順書の
修正 記録の分析と支援手順書の修正

90分

演習５

演習４

アセスメント
の方法

演習１
具体的な
アセスメントの方法
60分

障害特性に基づくアセスメント
120分

演習２



手順書の作成

実践 プログラム４ 演習３

・アセスメントに基づく支援手順書の作成（１）



ⅰ）支援手順書について
ⅱ）支援手順書の作成

○氷山モデルの完成
○活動の手順を決める

支援手順書の
作成

アセスメントに基
づく支援手順書の
作成（１）
60分

アセスメントに基づく支援手順書の
作成（２）
120分

演習３ 演習４



ⅰ）支援手順書について



サービス等
利用計画

【作成者】

相談支援専門員

個別支援計画
or

居宅介護計画

【作成者】
サービス管理責任者

or
サービス提供責任者

「支援手順書」
兼 記録用紙

【作成者】

実践研修修了者等

＊手順書の把握・遵守
＊記録・報告

【担当】

基礎研修修了者等

支援の実施

個別支援計画と支援手順書の関係

強度行動障害の支援においては、個別支援計画や居宅支援計画といった大まかな支援
内容では、適切な支援を行うことが難しい。障害特性に配慮した留意点を整理し、日々の
日課や各活動の詳細を決め、時間単位で各活動をどのような流れで行っていくかを詳細に
記した「支援手順書」が必要となる。



支援手順書

個別支援計画の内容から、具体的な活動とその
工程・必要な配慮の方法などをその人に合わせて
詳細に記入したもの

グループホーム

個別支援計画

（工程確認） （お風呂掃除）

具体的な活動や必要な配慮

具体的な活動の例

支援手順書 支援手順書



現場で支援を実施するときには、支援手順書
に沿って支援することが大切

＝ 本人の特性に合わせた統一した支援

現場で支援する人が統一して支援ができるよ
うに、根拠があり、分かりやすい支援手順書
を作成することが大切



通所受給者証番号

総合的な援助の方針

福祉サービス等

1

2

3

4

○○〇〇

サービス等利用計画

利用者氏名（児童氏名） 田中正則さん 障害支援区分 区分６ 相談支援事業者名 ○○相談支援事業所

障害福祉サービス受給者証番号 ○○○○○○○○○○ 利用者負担上限額 ０円 計画作成担当者

長期目標 自分で予定を理解し、グループホームで自分らしい生活がおくれるようになる。

地域相談支援受給者証番号

計画作成日 ○年△月□日 モニタリング期間（開始年月） ３ヶ月（次回：○年□月） 利用者同意署名欄

利用者及びその家族の
生活に対する意向
（希望する生活）

グループホームで暮らしながら、自分の望む生活を送りたい。
週末は、外出をして好きなところにでかけたり、公園で遊んだり、買い物をしたいと思っています。

本人が落ち着いて活動できるように、環境を整えながら自分から積極的に活動できるように手伝います。

短期目標 気になることがあるとずっと続けてしまったり、思うように活動できないとパニックになってしまうので、落ち着いて活動できるようになりたい。

優先
順位

解決すべき課題
（本人のニーズ）

支援目標
達成
時期

課題解決のための
本人の役割

評価
時期

その他留意事項

種類・内容・量（頻度・時間）
提供事業者名
（担当者名・電話）

決めた日程に沿って活動し、落ち
着いて過ごせるようなリズムを整
えていく。

３ヶ月
落ち着かない時は、原因を分析しながら、本
人がわかりやすい環境などを整えてくださ
い。

不安な気持ちを和らげ穏やかに
生活を送りたい。

落ち着いて活動できるような環境
を作りながら、安心して暮らせる
ようになる。

３ヶ月
生活介護　−８日／月

共同生活援助

○○生活介護
担当：Aさん

グループホーム△△
担当Bさん

不穏になった時に、何が原因な
のか表現できるように環境や道
具を揃え得ていく。

３ヶ月
不安なことを伝えられない様子がありました
ら、環境設定をお願いします。

平日、毎日通い安定した生活リ
ズムを維持しながら、仕事をがん
ばりたい。

無理しすぎない程度に仕事を設
定して、１日の日中の活動リズム
を組み立て生活する。

６ヶ月
生活介護　−８日／月
１０：００−１６：００
軽作業、余暇活動など

〇〇生活介護
担当：Aさん
電話：○○-△△△△

休みの日は、外に出かけて、楽し
く過ごしたい。

休日で天気の良い日は、外出し
好きなところに遊びにいく。

６ヶ月
行動援護　４０時間／月
（週休２日のうち、どちらか）

ヘルパーステーション
□□□
担当：Cさん

遊びたい事などを、順番や時間
を決めて、楽しめるようになる。

３ヶ月
好きな事はやり続けてしまうことがあるの
で、気をつけながら楽しく過ごせるように支
援をお願いします。

６ヶ月
定期訪問以外の時に話したいような訴えが
あった場合は、職員を通じて連絡をください。

定期的に訪問してもらった時など
に、不安な事があったら相談す
る。

困ったことがあって、普段関わる
人に相談しづらい時に相談した
い。

自分では解決できない悩みや疑
問を気軽に相談できるように。

６ヶ月 計画相談 ○○相談支援事業所

田中さんのサービス等利用計画



田中さんの個別支援計画



これが「支援手順書（例）」 です



今回使用する
支援手順書 工程

事前準備

支援手順書/記録用紙

【作業場面】

日付け 氏名 記入者２０〇〇年〇月×日 田中正則さん 支援員Ｂ

本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

支援手順書に関しては特
に指定された書式はない

今回はこのように
•活動の工程ごとに、
•本人の動き
•支援者の動き・留意点
をまとめていく書式

支援後に
•本人の様子（記録）

を記入する



ⅱ）支援手順書の作成

※今回使用するシートは支援手順書の一例です。
支援手順書に決まった様式はありません。



補助シートを使って作成した氷山モデルを
完成させます。

必要なサポートに記載した「支援のアイデ
ア」と「強み（ストレングス）」を活かし
た支援の具体的な内容を考えます。

○氷山モデルの完成



1. 必要なサポートの具体的な内容をグループ
で話し合います
※氷山モデルシート（グループ用）に記入

グループワーク｜
必要なサポートの具体的な内容を考える



支援のアイデア

本人の強み→活かせそうな場面や状況

課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート
具体的なサポート

「支援のアイデア」や「活
かせそうな強み」の内容を
根拠にして具体的なサポー
トの方法を記入する。

作業中に自傷をする



生活介護

送迎

着替え

作業

トイレ

昼ごはん

お出かけ

１．場面を分ける

生活介護事業所での活動を、
場面ごとに分けてみます。

○活動の手順を決める



生活介護

送迎

着替え

作業

トイレ

昼ごはん

移動

手洗い

食事

片づけ

休けい

お出かけ

２．活動の工程を分ける

「昼ごはん」という場面の、
工程を分けてみます。



支援手順書に
落とし込む

工程

事前準備

移動

手洗い

食事

片づけ

休けい

本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

支援手順書/記録用紙

【昼ごはん】

日付け ２０〇〇年〇月 ×日 氏名 田中正則 さん 記入者 支援員Ｂ



田中さんの作業場面での工程
（作業室へ移動から休憩まで）を考えます

工程

事前準備

本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

支援手順書/記録用紙

【作業場面】

日付け 氏名 記入者２０〇〇年〇月×日 田中正則さん 支援員Ｂ



1. 田中さんの作業の場面での工程を考えます。

2. 支援手順書に工程を記入します。

個人ワーク｜活動の工程を考える



1. 田中さんの作業の場面での工程を共有
し、グループの工程を決定します。

グループワーク｜活動の工程を考える



工程の共有
（記入例） 工程

事前準備

移動

作業①

作業②

作業③

移動

休憩

本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

支援手順書/記録用紙

【作業場面】

日付け ２０〇〇年〇月×日 氏名 田中正則さん 記入者 支援員Ｂ


